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令和７年度 学校図書館活用計画・評価シート 
 

足立区立 西新井 中学校 校長  石井 秀生   

１ 学校教育目標 
① よく考え知性を磨く  知性 

② 学びあい品性を高める 品性 

③ すすんで体力をつける 体力 
 
 

２ 現状の学校図書館の課題 
①学校図書館の利活用が進んでいない。 

②読書の推奨運動を活発化する必要がある。 

 
 

３ 今年度の学校図書館の重点目標 
① 学校全体で読書を推奨し、読書の楽しさを知ることで、心豊かな生徒を育てる。 

② 図書館の情報を有効的に活用することで、探求心を育む。 

③ 学校図書館を活用し、校外学習の事前・事後学習に活かすことで情報の整理能力を養う。 

 
 

４ 今年度の重点的な取組 
① 読書を通して、自らの考えを深め、自ら述べられる力を育てる。 

② 学校図書やＩＣＴ機器を活用した探究活動を通して、情報を整理する能力を育成する。 

③ ルールやマナーを徹底して守らせ、規範意識を身につけさせる。 

 
 
 

５ 教科等における年間指導計画（対象学年は〇数字で記載）           

教科 内容（学校図書館の図書や資料を活用して取り組む単元等） 

総合 ①～③校外学習、宿泊行事の調べ学習。 

国語 ①～③調べる学習コンクールに向けた調査。 

国語 ①～③読書感想文コンクールに向けた活動。 

国語 ①図書館オリエンテーション 

  

  

実践の評価 
・国語では、「調べる学習コンクール」、「読書感想文コンクール」で図書館資料を活用した。1 年「竹取物
語」の単元において、当校図書館所蔵の資料に加え、公共図書館の資料も利用し、多様な資料を活用しな
がら授業展開することができた。 
・公民や歴史の授業では、公共図書館の資料も活用し、授業展開することができた。また。授業の単元に
合わせたテーマ展示を図書館内で行った。 
・総合では、校外学習の調べる学習において、図書館資料からも情報を集め、事前学習等を行った。１年
校外学習では、公共図書館の調べ学習セット貸しの制度を利用し、主題ごとに多数の資料をそろえ活用し
た。 
 
 
 

白地部分：計画策定時記入（年度当初） 

水色部分：評価時記入（年度末） 



  

６ 図書館運営計画 

（１）日常的な取り組み 

図書の貸し出し 

（２）主な行事等の取り組み 

運動会や文化祭での分担のあった仕事の実施 

（３）図書委員会などの取り組み 

イベントの企画、昼休みの図書室の運営、朝読書の呼びかけ 

（４）環境整備の取り組み 

図書委員会での清掃の実施 

（５）司書・外部との連携 

①学校図書館オリエンテーションを実施し、日本十進分類法 NDCの理解を深める。 

②図書館だよりの発行や図書の展示・掲示の工夫等を通して、生徒の読書意欲向上に努める 

③調べ学習や授業に必要な資料について、積極的に支援員への相談や情報交換を行う。 

実践の評価 

・新入生向けには学校図書館オリエンテーションを行った。NDCについての解説に加え、実際の貸し出しも
行った。 
・館内に死角がありマナーが悪い生徒が見受けられたため、廊下から室内が見えるようにレイアウト変更
を行った。 
・図書委員の活動において、ブックツリーや図書館おみくじなど、読書推進につながるようなイベントを
企画した。 
・校内に文学クイズを掲示したり、図書館外に特集棚を設置したりすることにより、普段図書館を利用し
ない生徒の興味をひくように工夫をした。 
・学校司書と連携し、調べる学習や授業に必要な資料の準備をするにあたり、公共図書館を活用した。 
 
 
 

７ 学校図書館利活用に関する成果目標 達成基準 達成状況 

① 
中学生に適した新刊図書の情報収集に努め、教職員の

教育活動の支援にも考慮した選書 

選書したものが生徒、教職

員に適したものか 

探究的な学習や情報活

用能力育成、高校入試

対策に寄与する資料を

選書した。 

② 情報活用能力の向上 図書館利用率の向上 

一人あたり年間貸し出

し冊数 2024 年度 5.9

冊 2025 冊 5.9 冊 

③ 年度末の返却率 100％を目指す 結果の調査 

3 年 100％ 

1，2 年 99％ 

 

８ 学校図書館全体に関する自己評価  
 今年度は、校外学習の事前事後指導をはじめ、授業展開に必要な資料の収集に公共図書館も活用するこ

とにより、情報整理能力の育成を図った。 

 朝読書や図書委員会のイベントをきっかけに、読書に親しみを持つ生徒は増えつつある。今後も読書に

興味をもつような取り組みを続けていきたい。 

 図書館の利用マナーの指導を継続し、集中して読書や学習をする環境づくりを引き続き推進したい。 

 


